
〇  本物にふれたときの感動・尊敬

から地域にかかわろうとする。 

〇  「こうしたらどうかな。」と提案す

るなど主体的に活動する。 

〇  質問や意見に応答し，自分の考

えをしっかり伝える。 

〇  地域とのかかわりから自分自身

の生き方を考える。 

〇  教科でも児童生徒の「～したい」

を大事にした単元づくりを行う。 

〇  児童生徒を育てるため，他の場

面でも積極的に地域に働きかけ，

連携する。 

〇  児童生徒と共に探究を楽しむ。 

〇  教えるだけでなく，児童生徒を支

えるという授業観をもつ。 

 

                                                        

 

 

 

 

                                                              

 

 

 

 

 

過去と未来をつなぐ 
宮島の継承と創造（あるべき姿・ありたい姿） 
教職員自ら地域とつながる 

学園生の姿を期待する姿へ【資質・能力の系統】 

小・中学校９年間の学びをつなぐ 
単元の系統性 

ポートフォリオの蓄積で自分の成長を自覚 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はじめましょう 探究  つけましょう 資質・能力 

  ぼくが総合的な学習の時間で身についたと思うのは，物事を比較する力です。 

修学旅行で萩城下町の町家を見学に行ったとき，友だちと「宮島の町家と雰囲

気は似ているけど，つし（厨子）二階がないなど，家の造りは似ていない。」という

話になりました。宮島の町家について知ったことで，その他の地域の町家と比較す

ることができるようになったと実感しました。 

 中学生になったら別の地域の町家と宮島の町家がどのように違うのか調べてい

きたいと思っています。町家はなぜ地域ごとに違う特徴があるのか，文化や気候の

違いで造りにどのような影響が出るのかを調べることで，宮島の文化をより深く学

び，たくさんの人たちに伝えていきたいと思っています。    （小学校６年生児童） 

 

 

 

 【目指す資質・能力の系統表】 

 

 【単元の系統表】 

 

 【単元構想における教材研究】 

 

Q：毎年同じ学年で同じ

単元を実施しているの？ 

A：扱う題材は同じです

が，単元のゴールや活

動は異なります。毎年， 

指導者と児童生徒で決

めています。 

実施した単元については，単元シートに記録

しています。 それを参考にして，指導者がウェ

ビングマップを用いた教材研究を行い，児童

生徒の関心とともに単元を構想していきます。 

 

  総合的な学習の時間の中で，自分で立てた問いに対する仮説を立てて探究し

てきました。 この探究を通して付いた力は考える力と聞く力です。自分の考えたこ

とは，他の人の意見や見方・考え方を聞くことによって，いろいろと変化していきまし

た。問いに対する答えは一つではないけれど，自分にとって最もよい答えは何だろ

うかと考えながら活動しました。 

  9 年間，宮島学園の仲間と共に学んだからこそ，充実した楽しい時間になりまし

た。卒業後は，「何のために生きるのか」という問いに対して，自分なりの答えを見

つけていきます。                              （中学校３年生生徒） 

 

 

 

 【単元構成の工夫】 

〇 地域に出かけ見る，聞く，体験する活動の充実 

〇 ずれや隔たりのある事実の提示 

〇 多様な見方に触れる専門家・地域の人との連携 

〇 双方向の発信の場を設定 

 

 

 

 
 

８・９年「宮島☆未来プロジェクト 」     ４年「宮島杓子のすばらしさを伝え隊」 

島内ガイドをしながら，個人探究の経過を報告     作成した新聞を地域の方が監修 

 

 【振り返り活動の工夫】 

 〇 宮島ファイル 

  単元後，振り返りや成果物・資 

料など，自分が必要と思うもの 

をファイルに綴じ，蓄積する。 

学年を越え，単元を振り返る。 

  〇 環境設定 

  教室内には，児童生徒が記し 

たワークシートや振り返りカード 

を用いて単元の流れがわかるよ 

うに掲示している。また，廊下に 

は「宮島マナビの地図」を掲示 

し，各学年の地域での学びの様 

子を掲示している。このようにし 

て，単元の学びを日常につなげ 

ている。 

 

 

総合的な学習の時間で付いた力 

こんな姿が見られるようになりました！ 

 

 廿日市市立宮島小学校・宮島中学校 

 

学校教育目標 

自己の未来を切り拓いていく児童生徒の育成 

【児童生徒】 【教職員】 


